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北海道地域物流シンポジウム(2025.02.17)
経済産業省・北海道経済産業局

2025年01月17日
於：札幌市

北海道、各地の産業と生活の存続に向けて
～物流を考えることは「次世代にどのような地域を残すか」を考えること～

釧路・根室

十勝
道央

道北

道南

オホーツク

荷主の皆様の事業・産業の存続

各地域、そして北海道の存続

物流事業者様の事業存続
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北海道物流WEEK2025が始まります。

主催：経済産業省・北海道経産局
国土交通省 北海道開発局・北海道運輸局
農林水産省・北海道農政事務所
北海道
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届けたい人
運んでくださる人
受けとりたい人

モノが出せない
モノを運べない
モノが届かない

北海道商工会議所連合会・福井邦幸部長との議論から

「届けたい人」「運んでくださる人」、
そして全ての人が「受けとりたい人」
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北海道物流WEEK2025が始まります。

本日のテーマ
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釧路・根室

十勝
道央

道北

道南

オホーツク

荷主の皆様の事業・産業の存続

各地域、そして北海道の存続

物流事業者様の事業存続

主催：経済産業省・北海道経産局

3北海道地域物流シンポジウム(2025.02.17) ©北海商科大学 相浦宣徳



(１)モノが出せない・モノが運べない
・モノが届かない

そろそろ実感しているはず…
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北海道、各地の産業と生活の存続に向けて
～物流を考えることは「次世代にどのような地域を残すか」を考えること～

北海道地域物流シンポジウム
(2025.02.17)
経済産業省・北海道経済産業局
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皆さんが大好きがったお菓子が

出所：株式会社明治
https://www.meiji.co.jp/s
weets/snack/karl/lineup

注）販売エリアの縮小は2017年よ

り。縮小理由として、販売規模の
低迷、ブランドの継続などと共に、
「生産や物流に関するコストを総
合的に検討した結果、グルーブ会
社の四国明治で生産し、関西地
域以西への販売であれば何とか
収益性が確保できると判断しまし
た。」とある。
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ふるさと納税のあまおうが

＊北海道・沖縄・離島は
配送不可

配送不可
北海道 東北 
沖縄 離島

出所：ふるさとチョイスHPより
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豊漁のさんまが

出所：Youtubeより、「サンマ 2024問題」で検索

7北海道地域物流シンポジウム(2025.02.17) ©北海商科大学 相浦宣徳



8

(２) より大きな影響

全国各地に比べて、その影響はより大きく
地域によってより多様

前提の崩れと、はじまったばかりの輸送力不足

北海道、各地の産業と生活の存続に向けて
～物流を考えることは「次世代にどのような地域を残すか」を考えること～

北海道地域物流シンポジウム
(2025.02.17)
経済産業省・北海道経済産業局
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北海道の物流を考える上でのポイント

い Y

・産業構造
・物流インフラ
・物資流動特性

②「道内地域の地域性
/ 物流に関する地域性」

①「他地域に対する
北海道の特異性」

①-1 地理的条件に起因
・本州への輸送手段が限定
・道内都市間距離・

時間の長さ
・遠隔多方向性、積雪寒冷

①-2 産業構造に起因
片荷(対道外：入超傾向、

道内:札幌集中)

季節波動

④セントロイドのズレ
( 人流と物流のズレ
  生産地と消費地のズレ)

⑥トラック輸送への強い依存

⑤経済・産業の
つながりを支える
「モノのながれ」

③モノの運ばれ方
③-1 モノの運ばれ方・
③-2 運ばれ方の選ばれ方
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①他地域に対する北海道の特異性
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①「他地域に対する
北海道の特異性」

①-1 地理的条件に起因
・本州への輸送手段が限定
・道内都市間距離・時間の長さ
・遠隔多方向性、積雪寒冷

①-2 産業構造に起因
片荷(対道外：入超傾向、

道内:札幌集中)

季節波動

出所(店舗住所など) ：
https://supermarket.geomedian.com/hokkaido/
https://ptl.zchain.co.jp/store/などから筆者作成
（2023.3.17最終アクセス日）
出所(図内所要時間,距離) ：GoogleMapより検索

(2023.3.25,高規格道路を使用)
(注)表示上の便宜から、緯度・経度をランダムに

±0.015度の範囲で移動して表示

函館(331km,
4h19m)

名寄(205km,
3h1m)

北見(306km,
4h26m)

稚内(328km,
5h17m)

帯広(197km,
2h56m)

釧路(302km,
4h25m)

旭川(138km
,1ｈ55ｍ)

札幌

札幌

遠い先にある、
まばらで・ほそい納品先

出典:HTB北海道ニュース Youtube

積雪・寒冷

RORO船

フェリー

フェ
リー・
RORO
船

フェリー

海上・鉄道輸送に依存する対道外輸送
(港湾・駅までの長い陸上輸送)
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②道内地域の地域性/物流に関する地域性
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地域によるモノの運ばれ方

鉄道

自動車

海運

グラフ凡例:

出典:BUSINESS LOCATION 

GUIDEBOOK HOKKAIDO(北海道)
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/foreign/file/kigyoueig

o1.pdf(最終アクセス日 2017.7.18)

5%

86%

10%

釧路 (移出・全品目)

鉄道 海 運 自動車

地図凡例:

国際拠点港湾(全国18港)

重要港湾(全国102港)

貨物列車の線区と駅

交易によって互いに支えられている「地域の経済」

出所：平成27年北海道内地域間産業
連関表結果の概要,北海道開発局
(一部変更)

道北

道央

道南

十勝

釧路・
根室

オホーツ
ク

462億円

544億円

4,806億円

9,675億円

1,285億円

409億円

出所：平成27年北海道内地
域間産業連関表結果の概
要,北海道開発局 (一部変更)

北海道内にも当然地域間
の交易が存在している。物
流問題により、他地域の産
業が縮小した場合、

各エリアだけでは経済
活動は成立しない。
⇒北海道の経済的破綻。

例外となる地域はな
い、自らの問題として、
とらえていただきたい

遠隔・疎な地域、帰り荷がない
地域(道商連・福井部長)への影響が
顕在化

やがては、他の地域へ、
そして、北海道全体へ。

出所：令和５年度流通・物流
の効率化・付加価値創出に
係る基盤構築事業 最終報
告書より

物流インフラの整備状況

地域産業の連関輸送力不足の状況

・産業構造、・物流インフラ、
・物資流動特性

②「道内地域の地域性
/ 物流に関する地域性」
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(２) はじまったばかり

全国各地に比べて、その影響はより大きく
地域によってより多様

前提の崩れと、はじまったばかりの輸送力不足

北海道、各地の産業と生活の存続に向けて
～物流を考えることは「次世代にどのような地域を残すか」を考えること～

北海道地域物流シンポジウム
(2025.02.17)
経済産業省・北海道経済産業局
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フェリー

フェリー・
RORO船フェリー

日用品などの移入

引用：「守れ！北海道の生産空間(国土交通省
北海道局)http://www.mlit.go.jp/common/001126384.pdf
注：農業就業者1人あたり農業産出額が全道平均以上の市町村の分布

注: 3,000人/ dot   ArcGISに より作成 ・市町村界データ:全国市町村界データver8.0（ Esri ）人口,・世帯
数データ：「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（平成28年1月1日現在） 総務省」

RORO船

フェリー

フェ
リー・
RORO船

フェリー

北海道から全国へ

北海道から全国へ(移出)

農産品,畜産品,水産品,関連する食料品

北海道産品などの移出

全国から北海道へ

加工食品,雑貨,衣料品,書籍など

全国から北海道へ(移入)

北海道でのモノの流れ(概要)
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積雪寒冷期
(札幌起点)

システムを支える前提の崩れ

通常期
(札幌起点)

検索条件：時間優先,有料道路使用(優先)
検索方法：全国デジタル道路地図2023年版

3.0h未満

4.5h未満

6.5h未満

6.5h以上

（あ） 「札幌圏」「苫小牧圏」からの日帰り輸送
（い）需要を上回の供給(輸送力)の確保、などを前提としていたシステム

（あ）時間面での前提の崩れ

名寄

旭川

留萌

富良野

稚内

北見

網走
紋別

帯広
釧路

函館

八雲

14
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問題は始まったばかり

年齢階層別大型免許（第一種、第二種計）
保有者数の推移(警察庁運転免許統計から作成)

富良野通運 永吉大介氏 との共同研究による 15北海道地域物流シンポジウム(2025.02.17) ©北海商科大学 相浦宣徳

深刻化するドライバーさんの
担い手不足

深刻化するドライバーさんの
高年齢化

(年齢層)



問題は始まったばかり

2030年問題 疎の進行
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函館(331km,
4h19m)

名寄(205km,
3h1m)

北見(306km,
4h26m)

稚内(328km,
5h17m)

帯広(197km,
2h56m)

釧路(302km,
4h25m)

旭川(138km
,1ｈ55ｍ)

札幌

札幌

2020年/2005年

出所：内閣府「令和5年版高齢社会白書」
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(３) 事業継続、地域の存続にむけて

荷主の事業、地域の存続、
そして物流業界の事業継続

北海道、各地の産業と生活の存続に向けて
～物流を考えることは「次世代にどのような地域を残すか」を考えること

17北海道地域物流シンポジウム(2025.02.17) ©北海商科大学 相浦宣徳



北海道の物流と地域の将来（あす）を考える2日間
～ 経済産業省・国土交通省による合同イベントを全国初開催！ ～

18

1.異業種連携の必要性と課題

①小売業界における需給バランスの偏り
②小売業界における厳しい納品要件

3.課題解決にむけた方法

①発着荷主とのリードタイム交渉
②他業界・品目(青果物など)との帰荷マッチング
③輸送頻度の低減
④消費者に向けた課題周知
⑤行政主導による商習慣の改善
⑥貨物鉄道輸送、海上輸送の活用
⑦物流・商流データプラットフォーム

2.課題解決に向けて協調し得る領域
①納品時間、②リードタイム、③荷姿の標準化

4.場所と仕組み

①中継・共同輸送の要となる拠点の整備
②リンクの高速化や輸送力の強化
③広域分散型の地域構造を基本に整備されたインフラの有効活用
④商習慣も含めソフト面の検討(マッチングと拠点の在り方)

物流インフラ  と 
 流通システムのたすき掛け

出所：報告書より(一部改変)
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出所：令和５年度流通・物流の効率化・付加価値創出に係る基盤構築事業
 （地域レベルのフィジカルインターネット実現に向けた事業者間の連携促進） 最終報告書より 19北海道地域物流シンポジウム(2025.02.17)
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ドライバー不足に対して最もインパクトが大きいのは
「長距離便の帰り荷マッチング」

ところが、実施率が最も低い

20

課題は
相手探し(マッチング)と
ルール議論

20出所：令和５年度流通・物流の効率化・付加価値創出に係る基盤構築事業
 （地域レベルのフィジカルインターネット実現に向けた事業者間の連携促進） 最終報告書より

北海道地域物流シンポジウム(2025.02.17)
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軸2

軸1

軸3

軸2 :プレイヤの連携軸
協創・共創による
事業の継続

北海道物流を考える際の「連携の三軸」

軸1 :行政の連携軸
・(とかく)縦割り構造
・ノウハウの継承

届けたい人 運んでくださる人 受け取りたい人

・メーカ,・卸売り,
・小売り,小売り,・行政, ・・・

・トラック,
・海上,・鉄道,・航空,・・・・

・届ける(預ける)人,
・運ぶ人,
・受け取る,・・・・

活動支軸

輸送モード支軸

鉄道

自動車

海運

グラフ凡例:

5%

86%

10%

釧路 (移出・全品目)

鉄道 海 運 自動車

名寄

旭川

留萌

富良野

稚内

北見

網走

美幌

出所：平成27年北海道内地域間産業
連関表結果の概要,北海道開発局
(一部変更)

道北

道央

道南

十勝

釧路・
根室

オホーツ
ク

462億円

544億円

4,806億円

9,675億円

1,285億円

409億円

出所：平成27年北海道内地
域間産業連関表結果の概
要,北海道開発局 (一部変更)

トラック輸送
低下状況

物流インフラ環境

産業の連関

Data-Driven

21

経
産
局

開
発
局

運
輸
局

農
政
事

北
海
道

軸3 :地域の連携軸
北海道各地の産業、生活を守るた
めの物流をベースとした地域戦略
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軸2 :プレイヤの連携軸
協創・共創による
事業の継続

軸3
:地域の連携軸

軸1:行政間の連携

④2024年度下期
北海道物流関係機関5者会議

(開発局、運輸局、経済産業局、北海道庁、農政事務所) 

③2024年度下期
北海道物流WEEK2025関係機関5者会議
(開発局、運輸局、経済産業局、北海道庁、農政事務所)

②2024年度上期
ロジスク担当者会議
(開発局、運輸局、経済産業局、北海道庁)

①2023年度
北海道物流WEEK関係機関会議
(開発局、運輸局、経済産業局)

⑤

軸1 :行政の連携軸

ロジスクによる軸2、軸3との連携
⇒一か所にリソースを投入
⇒自軸内にとどまる

軸間での連携

北海道地域物流シンポジウム(2025.02.17) ©北海商科大学 相浦宣徳 22



苫小牧・釧路間の中継輸送

出所：北海道新聞電子版(2025年1月20日)

オホーツク
▲32

釧路・根室
▲31

十勝
▲25

道央
▲24-25

道北
▲32

道南
▲32

軸2 :プレイヤの連携軸
協創・共創による
事業の継続

軸間の連携 (軸2と軸3)

軸3 :地域の連携軸
北海道各地の産業、生活を守るた
めの物流をベースとした地域戦略

北海道地域物流シンポジウム(2025.02.17) ©北海商科大学 相浦宣徳

道内の共同輸配送事例
株式会社マルコシ・シーガル様

Data-
Driven

共同配送を推進するデジタルマッチングの取組み
(北海道物流研究会様, (株)traevo様,
運輸デジタルビジネス協議会 (TDBC)様ら)

主に有力運送事業者、荷主を中心に
・共同輸送、・中継輸送など
・幹線輸送と地場輸送の分業
・(遠隔地の)配送対象エリアの配送を地場事業者に委託
・地場での輸送に注力し長距離幹線輸送を外部委託
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当面の取り組み

24

ドライバー不足に対して最もインパクトが大きいのは
「長距離便の帰り荷マッチング」

ところが、実施率が最も低い

出所：令和５年度流通・物流の効率化・付加価値創出に係る基盤構築事業
（地域レベルのフィジカルインターネット実現に向けた事業者間の連携促進） 最終報告書より 20

課題は
相手探し(マッチング)と
ルール議論

昨年の北海道物流WEEKでの議論 その後の議論
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主に有力運送事業者、荷主が中心

・共同輸送、・中継輸送など
・幹線輸送と地場輸送の分業

マルチユーザ型のシステム

・公共性を伴った拠点の整備
・北海道版マッチングシステムの開発



この後の議論で、より具体な検討を

（共同輸送による効果と課題）
・北海道における物流実態及び課題について
株式会社北海道二十一世紀総合研究所

（成功事例～異業種間連携）
・道内の共同輸配送事例について
株式会社マルコシ・シーガル 代表取締役 早川元氏

（北海道におけるマッチングシステムの構築）
・共同輸配送デジタルマッチングの有効性
一般社団法人運輸デジタルビジネス協議会 鈴木久夫氏
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26

(４)まとめ

一部の有力事業者・荷主の皆さんが実施している
取り組みを公共性をもって、みんなが実現できるように

北海道、各地の産業と生活の存続に向けて
～物流を考えることは「次世代にどのような地域を残すか」を考えること～

北海道地域物流シンポジウム
(2025.02.17)
経済産業省・北海道経済産業局
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そう長くない「残された時間」

「どのような地域、
そして、どのような北海道を
次の世代に残すか」は、
この先数か月の議論にかかっている。

これまでの運び方では、
運べない・届けられない
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いますぐ、そう「直(ただ)ちに」

• 自らの問題としての認識、現実の周知
～北海道は物流問題に満ち満ちている
～トラック輸送力の低下は始まったばかり、
時間の経過とともに深刻化する

• モノのながれ(運び方と運び方の選ばれ方)の可視化
～運輸施策策定の大前提
～マッチング、ルール作りの大前提

• 北海道の「物流総括責任者(部門)」としての
「北海道」への期待、サポートする仕組み・体制づくり
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「物流機能」をベースとした地域戦略

オホーツク
▲32

釧路・根室
▲31

十勝
▲25

道央
▲24-25

道北
▲32

道南
▲32

札幌・苫小牧を起点とした
システムの前提が保たれる
範囲(想定)

物流分岐
結節点

物流分岐
結節点

域内
ハブ拠点

域内
ハブ拠点

地域内物流

地域内物流

地域内物流

物流分岐
結節点

S-幹線輸送

S-幹線輸送

S-幹線輸送

地理的特異性・道内地域性と
「物流機能」をベースとした地域戦略

物流分岐
結節点

P-幹線輸送

P-幹線輸送

P-幹線輸送

在るべき姿（例）

北海道農産物・物流バランスアップセミナー(2025.02.18) ©北海商科大学 相浦宣徳

補足資料
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地域(北海道)における「物流統括責任者(部門)」

オホーツク
▲32

釧路・根室
▲31

十勝
▲25

道央
▲24-25

道北
▲32

道南
▲32

札幌・苫小牧を起点とした
システムの前提が保たれる
範囲(想定)

物流分岐
結節点

物流分岐
結節点

域内
ハブ拠点

域内
ハブ拠点

地域内物流

地域内物流

地域内物流

物流分岐
結節点

S-幹線輸送

S-幹線輸送

S-幹線輸送

物流分岐
結節点

P-幹線輸送

P-幹線輸送

P-幹線輸送

北海道全体のマネジメント
・各地域間の調整

道庁・局を跨く戦略的な
リソース (人員・知恵・インフラ)

の配分・活用

物流統括責任者(部門)

軸1 :
行政の連携軸

軸3 :地域の連携軸
北海道各地の産業、生活を守るた
めの物流をベースとした地域戦略

これらにより
自ずと深まる軸2と軸3の繋がり

軸2 :プレイヤ
の連携軸

届けたい人 運んでくださる人 受け取りたい人

・メーカ,・卸売り,
・小売り,小売り,・行政, ・・・

・トラック,
・海上,・鉄道,・航空,・・・・

・届ける(預ける)人,
・運ぶ人,
・受け取る,・・・・

活動支軸

輸送モード支軸
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お願い
～可視化について

オホーツク
▲32

釧路・根室
▲31

十勝
▲25

道央
▲24-25

道北
▲32

道南
▲32

札幌・苫小牧を起点とした
システムの前提が保たれる
範囲(想定)

物流分岐
結節点

物流分岐
結節点

域内
ハブ拠点

域内
ハブ拠点

地域内物流

地域内物流

地域内物流

物流分岐
結節点

S-幹線輸送

S-幹線輸送

S-幹線輸送

地理的特異性・道内地域性と「物流機能」をベースとした地域戦略

物流分岐
結節点

P-幹線輸送

P-幹線輸送

P-幹線輸送

分析方法、導出された結果の
妥当性などについて、お力を
お貸しください。
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日野自動車（株）様
日野コンピューターシステム（株）様
NTTコム オンライン・マーケティング・ソ
リューション(株)様 より、 動態データ

の貸与、テクニカルサポートをうけて道
内の運送状況を分析(東京海洋大学・黒
川久幸先生との共同研究)しています。

＊ 実務者の皆様へのヒアリング (2回目, 2024年7月15日)
ありがとうございました。

三ツ輪運輸株式会社 理事室長 畑由規子様
(一社)釧根地区トラック協会 専務理事 野村和人様
北海運輸株式会社 支店長 荒井浩昭様
釧路市    課長補佐 吉田良平様
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お願い～可視化について

出所：運輸デジタルビジネス協議会 (TDBC)および株式会社traevoより貸与 https://tdbc.or.jp
①経済産業省 資源エネルギー庁「新技術活用サプライチェーン全体輸送効率化・非化石エネルギー転換推進事業」採択事業
②経済産業省 北海道経済産業局「北海道物流デジタルプラットフォーム 構築事業」受託事業
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付記
  本研究は,①科学研究費基盤研究(C)(19K01941)(2019～2021年度), ②日本私立学
校振興･共済事業団･ 2023年度（第48回）・2024年度（第49回）学術研究振興資

金を受け遂行した研究成果の一部である。
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